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Oracle Financial Services IFRS 17 ソリューション 

オラクルは、多様な保険業界がIFRS17の財務会計要件を充足し、新しい基準

に従って負債と未稼得利益を測定および報告するために、包括的なソリュー

ションを提供します。Oracle IFRS17ソリューションは、オラクルのリスク

と財務の統合アーキテクチャに基づいて構築されており、データ集約とCSM

計算機能を標準提供すると同時に、財務および保険数理アプリケーションと

シームレスに統合し、会計、パフォーマンス管理、リスク管理、および レ

ポート作成を単一のプラットフォームで実現します。 

2017年5月、国際会計基準審議会（IASB）は、保険契約に関する最初となる

グローバルな会計基準を導入しました。 20年間の審議の結果、国際財務報

告基準（IFRS）17保険契約は、保険契約の会計処理のすべての側面に一貫性

をもたせ、アナリスト、投資家、規制当局が、企業や該当する契約の収益性

と負債を有意義に解釈できるようにすることを目的としています。  

しかし、これを実現するために、IFRS17によって最も影響を受ける保険業界

は非常に困難な課題に立ち向かわなければいけません。これまで、ほとんど

の保険会社は標準的な会計制度なしで運営されていました。現在、保険業界

はプロセスとシステムを新しい統一基準にアップグレードするために多くの

困難に直面しています。 保険負債と未稼得利益の測定に関する包括的な要

件は、ビジネスプロセスに大きな影響を与える一方、データと計算の粒度に

ついては、ディスクロージャレポートや管理レポートのアウトプットを集約

するという課題があります。 

では、これはIFRS第17号を採用する必要のある保険会社やその他の金融機関

にとって、何を意味するのでしょうか。 

簡単に言えば、保険数理、リスク、財務のプロセスと機能を連携するために、

データとその正確性、集約、ガバナンス、透明性、および使いやすさに焦点

を当てる取り組みを倍増する時が来たということです。 
 

 

図 1: IFRS 17 の困難な課題 

 
IFRS 17 保険契約 

この基準は、保険契約の測

定原則を導入するものであ

り、以下が要求されます。 

⚫ 将来のキャッシュフロ

ーの最新、明示的かつ

偏りのない見積もり 

⚫ 契約キャッシュフロー

の特性を反映する割引

率 

⚫ 非財務リスクの明示的

調整 

 
 

Day1の利益は、契約サービ

スマージン（CSM）として繰

り延べられ、エンティティ

が保険サービスを提供し、

その後リスクから解放され

るまで、利益または損失に

体系的に配賦されます。 

収益はDay1の保険料と同じ

ではなくなりましたが、保

険負債が消滅するにつれて

時間の経過とともに実現益

となります。 

完全に新しい会計およびデ

ィスクロージャ要件 

財務諸表の見直し 

データ、システム、プロセ

スへの多大な影響 

エンタープライズの統合 
数理リスク＆財務の統合 

提示とディスクロージャ 
CSM＆負債の照合、保険損益 

ダウンストリーム会計 
会計ルール、CoA、平行稼働 

複数の測定手法 
GMM/VFA/PAA/再保険 

複雑なデータ要件 

複数のソース、サイロ化、不照合 

データ＆レポートのガバナンス 
透明性、トレーサビリティ＆監査性 

すべて2022年までに達成 
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図 2: OUMの原則 

 

オラクルは違いを生む 

将来に備えた包括的なソリューション。 

 

オラクルは、金融サービス業界での豊富な経験を生かし、保険会社がこれら

の課題に対処し、複雑な要件に包括的かつタイムリーに準拠できるようにす

るためのソリューションを提供します。 

 

 
図 3: Oracle IFRS 17 ソリューションの 

アーキテクチャ 

 

会計の統合と配賦 

会計上の変更であるIFRS17は、データ（例：実際のキャッシュフロー）およ

びモデル化のインプット（例：予想される将来のキャッシュフローおよびリ

スク調整）にもとづくレポートおよびディスクロージャにかなりの変更を加

える必要があります。さらに、直接帰属するコストと保険数理計算（たとえ

ば、グループ/ポートフォリオレベル）は、より詳細なレベル（たとえば、ポ

リシーまたはモデルポイントレベル）に分解する必要があります。IFRS17の

要件に対応するには、既存の元帳を刷新する必要があります。 IFRS17の実装

には、ソースシステムと保険数理モデリングを更新された会計（元帳）と統

合し、財務管理、監査、照合、および配賦機能と組み合わせることが重要で

す。 

 

保険数理モデル 

予測キャッシュフローとリスク調整は、IFRS第17号の測定値に到達するため

の保険数理モデルからの重要なインプットです。グループ化要件、特に1年

をベースにしたグループ化要件に対応するために、キャッシュフローモデル

を更新する必要がある場合があります。保険会社は、必要に応じて独自のリ 

 

主なビジネス上のメリット 

⚫実装のタイムラインを加

速するための事前構築され

た柔軟な保険データモデル 

⚫金融およびアクチュアリ

ー向けの統合プラットフォ

ーム 

⚫より正確な利益測定と収

益認識 

⚫収益性と価格設定の原則

–保険負債とCSMの評価 

⚫データ管理-品質チェッ

ク、メタデータ、系統 

⚫保険の他のユースケース

に容易に拡張可能 

⚫計算とレポートの透明性、

監査性、トレーサビリティ 

⚫迅速な決算と報告のため

の迅速な会計と照合 

⚫制御とガバナンスのため

のプロセスオーケストレー

ション 

⚫事前に作成されたレポー

トとディスクロージャ 

⚫規制やプロセスの変更を

組み込むための将来性のあ

るプラットフォーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

OUM（オラクル・ユニファイド・メソドロジー）の原則 

反復と増分：OUMは、情報システムの開発と実装には、反服

と増分アプローチが有益であることを認識しています。 

柔軟性と拡張性：OUMでは、メソッドプロセスそのものを参

照するために拡張されます。プロジェクトマネージャと作業

者は、与えられた状況の目的に合うようにOUMを拡大するよ

う推奨されます。 

ビジネスプロセスとユースケース重視：ビジネスプロセスと

ユースケースは、ドライバーとして使用されます。 

リスクにフォーカス：OUMの主な焦点は、最大のプロジェク

トリスクに対処し削減することです。これにより、プロジェ

クトチームは、最も重要なリスクを、プロジェクトのライフ

サイクルの中で、可能な限り早期に特定、対応できます。 

アークテクチャ重視：システムは、複数レベルの変更を取り

込むための機能を備えた、柔軟な環境として構築されます。 
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トップダウン/ボトムアップ 

金利、税金、費用、地域 

 
 

一般計測モデル（GMM） 

保険料配賦アプローチ 

変動手数料アプローチ 

保有再保険 

 
 

履行キャッシュフロー 

不利な契約＆不利ではない契約 

保険負債 
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プロセス管理 
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スク調整モデルを自由に選択でき（ただし、コホートレベルで）、ソルベン

シーIIのリスクマージンモデルとの類似点を引き出すことができますが、 

それに先立って、モデリングの観点からのIFRS17とソルベンシーIIの違いに

ついて広範なレビューが必要です。 

 

保険データモデル 

CSMおよび負債測定の目的で、CRM、ポリシー管理、請求管理、保険数理シス

テム、市場データプロバイダー、エンタープライズデータなど、さまざまな

ソースシステムからのデータを統合し標準化します。モデルを拡張すること

で、保険関連のリスク、財務、保険数理データのソーシングとプロビジョニ

ングのための統合プラットフォームとして機能し、保険会社のさまざまなビ

ジネスユースケース（保険契約、保険金請求、取引、再保険、自己資金、 

ソルベンシーII、資産/負債、商品、保険数理、市場データ、キャッシュフ

ロー、レポートなど）に対応します。 

 

データ品質と照合 

事前コンフィギュレーションされコンテキスト化されたデータ品質チェック

と照合フレームワークを使用して入力データを検証し、データが計算とレポ

ート作成に使用される前に、トランザクションシステムと分析システムの残

高が一致することを確認します。 

 

ポートフォリオの集約 

商品、地域、通貨、オリジネーション日、保険期間、補償範囲タイプなどの

複数の側面に基づいて、契約をポートフォリオに集約します。さらに類型を

組み合わせて、リスク調整の割り当て、履行キャッシュフロー、および面倒

な識別等の管理を可能にするIFRS17グループを決定します。 

 

イールドカーブ調整 

レート曲線をアップロードし、財務上の仮定と利息増加のための確定レート

を定義します。 レートは、保険契約を分析するためのボトムアップおよび

トップダウンのアプローチに基づいて調整でき、類似した手法の市場データ

から導き出すことができます。 
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契約サービスマージンと負債測定 

事前コンフィギュレーションされたビジネスルールを、GMM、PAA、VFA、

および再保険の計算に活用します。測定手法と関連する変数は、ルール

やメソドロジーの変更に合わせて簡単に変更でき、ソースシステムから

のデータの粒度に従って定義できます。ポートフォリオは、比較分析お

よびwhat-if分析のために、1つまたは複数の測定手法にマッピングして

分析できます 

 

運動解析と負債照合 

レポート期間と契約グループごとに、（現在および将来のサービスに関

連する）履行キャッシュフローとポリシー体験、費用、請求、および保

険料の変化をCSMまたは負債に対し分析します。さらに、発生した請求に

対する負債と残りの補償範囲（損失コンポーネントを含む）に対する負

債を照合し、保険サービスの結果と保険ファイナンスの損益への影響を

分析して、保険収益に関する完全なインサイトを提供します。分析、財務、

または管理レポート用の新しいレポートとダッシュボードを簡単に作成でき

ます。 

 

会計イネーブルメント 

保険収益と損失の一貫したポスティングルール、イベント、および勘定科目

表を定義することにより、ダウンストリーム会計を実現します。照合と移行

のためにIFRS17補助元帳を保持し、準拠した監査性の高い会計、報告、集約

を実現します。会計プロセスから生じる仕訳エントリを可視化し、ソースと

照合し、（OracleまたはOracle以外の）総勘定元帳の記録システムにエクス

ポートする前に、アクションが必要な例外事象を検知します。勘定科目表の

外側にあるビジネスディメンションとトランザクション属性を使用してレポ

ートと分析を構築することにより、さらにインサイトを得ることができます。 

 

ワークフローとコントロール 

プロセス、入出力、マッピング、計算ロジックを表示および制御するため、

ワークフローの視覚的なオーケストレーションをサポートします。 

 

IFRS 9への拡張性 

統合された分析アプリケーション・インフラストラクチャを活用して、

IFRS9の減損要件を同じプラットフォーム上に実装します。オラクルは、さ

まざまなポイントソリューション間の統合を構築する必要なしに、企業内の

すべての分析要件に対応する統合プラットフォームを提供します。データ、

結果、分析機能はアプリケーション間で共有され、他のビジネスユースケー

ス向けに同じプラットフォームをスケールアップすると同時に、増分作業を

削減します。 
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CLOUD 上に実装 

オンプレミス（従来の基盤）から、Cloud @ Customer （クラウドマシン）、

パブリッククラウドに至るまでの複数の導入オプションが可能です。 

 

ORACLE FINANCIAL SERVICES ANALYTICAL APPLICATIONS 

Oracle Financial Services Analytical Applications（OFSAA）は、グローバル

な金融サービス業界向けソリューションです。Oracle Financial Services 

Analytical Applications は、統合された金融サービスデータモデル、分析

計算、および業界をリードするOracle Business Intelligence プラットフ

ォームで構成される分析インフラストラクチャ上に構築されています。これ

らのコンポーネントは、アプリケーション間で活用され、企業全体のデータ

の一貫性、トレーサビリティ、および可用性を確保します。したがって、金

融サービス業界の複雑な規制およびコンプライアンス要件の多くを達成する

ために必要な、統合されたリスクと財務の変革のための統一されたプラット

フォームを提供します。 
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